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【理事長挨拶】 

初夏の候、皆さま方におかれましてはお元気にお過ごしのことと存じます。 

９４歳で亡くなられた髙橋光男さんの後任として理事長を引き受けましてから３

ヵ月が経ちました。ＭＭＣも今年で創立１５年目を迎えますが、私も立ち上げ時か

ら関わっており、有償での生活支援事業、文化・地域交流事業（講演会、コンサー

ト、落語公演、趣味の作品展）などベースの事業は引き続き進めていくつもりでお

ります。 

お蔭さまでＭＭＣも一定の評価を頂戴しておりますが、皆さま方により一層ご理解を頂き、活動の

充実を図るためにプロジェクトチームをつくり、外部の専門家のお知恵も拝借してホームページの整

備に取り組んでおります。ご期待のほどを。 

またＭＭＣに対しましてご意見、ご要望などございましたら是非お寄せください。 

                               坂元芳彦 

 
 
【平成 28年度の状況】（3月 31 日現在） 
 
（１） 生活支援事業 

 4 月 1 日からの作業延件数は 150 件、3,400,100 円（27 年度は 126 件 3,773,400 円）と昨年

度に比べ、件数は増加しましたが、金額面では減少しました。 

作業内容は植木剪定、除草作業が 50％を占めますが、家庭内外の小規模作業（電球交換、排水管

清掃、カーテン取り付け、室内カーペット交換、網戸・障子の張替え、雨どい補修、不要材片付

け、リモコンの使用方法他）も作業させていただきました。 

最近は空き家も増えてきて、離れた場所に住む家族の方から植木剪定や除草等作業依頼もあり、

作業前後の写真をお送りして確認していただいております。 

 

（２） 講座開設事業 

・ 28 年度は 6 月に、武田信玄の娘…松姫の没後 400 年を記念して戦乱の時代を生き抜き、八王子

信松院で生涯を終えた波乱の人生を市職員の方に語ってもらいました。 

・ 12 月には 10 弦ギターとハーモニカのコラボ、歌や語りも交えたクリスマスコンサートを実施、地

域の皆様に楽しんでいただきました。 

・ 3 月には恒例のめじろ寄席、今回も中央大学落研の 4 人の皆さんによる落語ののち、異世代交流

として日頃の活動や将来について語ってもらいました。 

 

（３） 地域交流事 

   １）有償事業 

作業延個所は延 55 か所、1,117,500 円（27 年度は 39 か所、508,595 円）と昨年度に比べ件数、

金額とも大幅に増加しました。 

特に、Ⅰ、２、４丁目町会からは老朽化した掲示板の交換や、補修作業をいただき、金額が大幅にア

ップしました。 

１丁目町会依頼の駅前灰皿スタンドの清掃は、地道にほぼ毎日行っています。また山田町会長の紹

介で、近くの寺院墓地の定期的な清掃作業もいただきました。 
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２）趣味の作品展 

第 12 回となる「趣味の作品展」は、大同生命厚生事業団の助成金（競争率 2 倍）を得て 11 月の

2 日間、会館で開催。出展者 55人、作品 215 点、鑑賞者 284 人。 

今回初めての試み、元茶道の師匠による煎茶の接待や、3 回目となるマジックペン使用よる即

興で人生訓等を書くコーナーは鑑賞者に好評でした。 

 

（４） 地域交流事 

・ 会案内のパンフレットの更新を行いました。 

・ ４月のめじろ台万葉公園での桜祭りでは出店して会の PR。 

・ ６月にはみなみ野の栃谷戸クラブ、９月には「シニア元気塾」で MMC の活動状況の説明。 

・ １２月には志民塾生たちにめじろ台各町会や他のグループとともに地域活動について説明。 

・ １月には「福祉シンポジウム」で他の２組のグループとともに MMC の活動について説明。 

・ ２月東京プロボノ主催の都心でのシンポジウムでも活動状況を説明。 

・ ３月「お父さんお帰りなさいパーティー」では２年ぶりに出店して会を PR しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

留守宅の道路清掃         万葉公園桜祭りで PR       東京プロボノで活動説明 

 

【最近のトピックス】 

① 八王子市民主体による訪問型生活支援サービス評価・検証事業で補助金受領 

市では 28 年 3月より「介護予防・日常生活支援総合事業」に移行し、従来の介護保険サービスとあわ 

せて、地域の多様な主体が実施する生活支援サービス（日常生活における多様な困りごとの支援）を、 

必要な方に過不足なく提供できる体制整備を行っています。 

この地域主体による訪問型生活支援サービスの提供を充実するにあたり、その利用のしやすさや 

効果等についての評価・検証に協力する団体として MMC は応募申請し、他の団体とともに認められ 

たもので、11 月から 3 月までアンケート調査等を行いました。 

29 年度に入り、28年度の訪問型生活支援サービス評価・検証事業の実績に基づき住民主体によ 

る訪問型サービス事業協力団体に応募し、円滑に実施する経費の一部として補助金をいただける 

ことになりました。 

 

② ＭＭＣの活動についての PR 動画作成 

住民主体による訪問型サービス事業協力団体として、市福祉課の紹介で東京造形大学の学生たちに 

ＭＭＣの活動についての PR 用動画を作ってもらうことになりました。5月初旬に第 1回目の打ち合わせ 

があり、内容等今後詰めてゆきます。 

 

③ ホームページ充実の活動 

今後ホームページを充実させ、最新情報をお届けできるよう、担当者を決めて定期的に打ち合わせ・ 

内容を検討する委員会を立ち上げました。 
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【NEW FACE 紹介】 

 

 

庭仕事の大好きな女性会員がデビューしました！ 

 

 

以前から剪定に興味があって近所のお庭で勉強

させて頂いていましたが、めじろ台に剪定の有償ボ

ランティアがあると知り、11 月から参加させて頂きま

した。 

 

皆様とても手際良く、私は足を引っ張るかたちで

作業を教えて頂き、植木屋さん経験の方からは服装、

道具、梯子の登り方、ロープワーク、草刈り機の使い

方、腰を痛めない穴の掘り方、手が疲れない枝の下

ろし方、葉と砂を分ける箕の使い方など、剪定以前

にも知っておくべきことを伝授頂き、たくさん本をお

借りして、植木の世界の奥深さを知る大変良い機会

になりました。 

 

手入れをさせて頂いた植木は様々で、その都度どのように枝を下すのか教えて頂きました。花芽のある

もの、枯れているもの、虫がついているものを一つ一つ仕上げ、カイガラムシや樹木の病気なども知り、毎

日が発見であっという間に時間が経ちました。その日の作業を終えて家に帰ると、触った樹木をお借りした

本で調べ、花の咲く時期を知り、手入れの時期を知りました。 

 

体は疲れても再び朝が来て、空が真っ青に晴れわたり道具を持つと、今日はどんなお庭に出会えるのか

楽しみです。草むしりは体力的にきついのですが、見栄えがするので大事な作業であるし、手入れをし過ぎ

る事はないのだなと、いつも後ろ髪をひかれます。と呑気にしているとあっという間に日が暮れてしまう

ので、時間の配分も上手くしなくてはいけません。植木屋さんの仕事は超ヘビーハードです。でもなぜか疲

れが取れると、またお庭に行きたくなってしまうのは、家主様からお茶やお菓子やご声援を頂き、このよう

な近所付き合いで、喜んでいただける事が自分に出来たことが、何よりも嬉しいからだと思います。 

こんな気持ちを共有できる仲間が増えたら、もっと楽しいかなと思います。女性も気軽に植木の剪定が

出来るような一日 2、3 時間程度の交換制作業チームがあってもいいなと思います。お互いが負担になら

ないボランティアで、お庭を作りたい人と作ってほしい人を繋げるような事が出来ればと考えています。 

 

お庭好きの方、ご一緒しませんか？ 

（平成２８年度 11 月入会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新会員の紹介】 

新年度に入り、中谷和子さん、北村康則さん、江幡昌敏さん、木村久三さん、橋本きよみさんが 

入会されました。 
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【２０１７めじろ寄席】 

 

１． 日時：３月５日（日）（１２：３０開場）開演 １３：００～１５：００ 

２． 会場：めじろ台第一会館 

３． 木戸銭：３００円 

 

今回も中央大学落語研究会の４人を招いての公演。会場は４０名とほぼ満

席で、今回の演者の皆さんは特段上手で会場は笑いの渦。 

 

終演後、演者４人を囲んで交流会を開催 

 

１．大塚亭 器用太郎「宗論」： 

キリスト教信者になった息子孝太郎を父親は不満でたまらない。番頭が仲

裁に入る。「宗論はどちらが負けても釈迦の恥、どうか若旦那ををゆるして

くだせい」と。おやじさん番頭に「よく言ってくれた。何でもいいから望み

のものを」「壺を買ってくれ」。 

 

２．扇谷 とん輔「初音の鼓」： 

骨とう好きの殿様のところに道具屋・吉兵衛が怪しげな鼓を売りに来る。「初音の鼓」という。側用

人・三太夫に百両でと。殿様が「ポン」と打つと側用人が打ち返す「（狐が乗り移ったという）コン」

と。掛け合いの顛末は？ 

 

３．五月 小五郎「ちりとてちん」： 

腐ってカビの生えたすっぱい臭いがして食えたものではない豆腐。横町の知ったかぶりをするキザ

な若旦那。だまして腐った豆腐をと算段。 

 

４．あたり屋 駄Ｂ「目薬」： 

職人のお話し。目を患って仕事に行けない。目薬を女房に買わせたが効能書きが読めない。「目じり

にさすこと」とある。風呂屋の暖簾によく似た字があると思いだし「女じりにさすこと」と納得。いや

がる女房を四つん這いにさせ、しりのくぼみに買ってきた粉の目薬を。くすぐったい女房、思わず一発

屁を放つ。職人の目に入り「こうやって使うんだ」。 

 

＊演者たちとの交流： 

１．練習時間は？        

２．扇谷 とん輔さんの名付け親は？ 

３．好きな噺家さんは？       

４．出身地（町名まで）を教えて？ 

５．落研で「しごき」ありや？（皆やさしい） 

６．落研に入部して良かったことは？ 

７．部員数は？（現在２７名。３月に８名卒業する） 

   

 （講座開設事業担当 坂元芳彦） 


